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【
第
四
三
回
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

危
機
言
語
の
口
承
文
芸
】

ア
イ
ヌ
・
奄
美
・
沖
縄
の
日
常
語
と

伝
統
語
の
継
承
に
つ
い
て狩 

俣　

恵 

一

一　

ア
イ
ヌ
語
・
琉
球
語
の
継
承
に
つ
い
て

琉
球
語
圏
の
奄
美
・
沖
縄
の
言
葉
と
ア
イ
ヌ
語
は
、
言
語
の
相
違
だ
け

で
な
く
、
社
会
的
な
言
語
環
境
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
ア
イ
ヌ
は
国

家
を
形
成
せ
ず
、
自
ら
の
言
葉
を
文
字
で
記
す
こ
と
も
な
か
っ
た
の
で
、

ア
イ
ヌ
語
に
は
標
準
語
や
中
央
語
が
な
い
。
二
〇
一
二
年
の
「
北
海
道
ア

イ
ヌ
生
活
実
態
調
査
」
で
は
、
道
内
の
ア
イ
ヌ
の
人
口
は
六
十
六
の
市
町

村
に
一
六
、七
八
六
人
で
あ
り
、
広
い
北
海
道
に
散
ら
ば
る
よ
う
に
居
住
し

て
い
る
。

一
九
八
〇
年
代
、
平
取
町
二
風
谷
の
萱
野
茂
氏
を
中
心
と
し
て
ア
イ
ヌ

語
を
残
そ
う
と
す
る
努
力
が
行
わ
れ
た
。
一
九
八
四
年
、
國
學
院
女
子
短

期
大
学
（
現
、
國
學
院
大
學
北
海
道
短
期
大
学
部
）
で
は
魚
井
一
由
氏
を

講
師
に
招
い
て
「
ア
イ
ヌ
語
」「
ア
イ
ヌ
伝
承
」
の
講
座
を
設
け
た
。
そ
の

後
、
魚
井
氏
は
、
専
修
大
学
北
海
道
短
期
大
学
、
北
海
道
教
育
大
学
旭
川

分
校
で
も
ア
イ
ヌ
語
講
座
の
講
師
を
つ
と
め
る
よ
う
に
な
っ
た）

1
（

。

一
九
九
四
年
、
ア
イ
ヌ
民
族
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、
ア
イ
ヌ

の
言
語
・
芸
能
・
生
活
技
術
・
歴
史
に
関
す
る
文
献
・
録
音
・
映
像
資
料

の
収
集
と
保
存
、
そ
の
整
理
・
分
析
・
公
開
を
進
め
た
が
、
二
〇
一
五
年

に
北
海
道
博
物
館
に
統
合
移
転
さ
れ
た
。
北
海
道
博
物
館
や
道
内
外
の
大

学
で
は
、
ア
イ
ヌ
語
・
ア
イ
ヌ
文
化
の
研
究
と
教
育
が
行
わ
れ
て
い
る
。

道
内
の
ア
イ
ヌ
語
教
室
は
、
帯
広
・
平
取
・
静
内
・
様
似
・
白
糠
・
鵡
川
・

白
老
・
釧
路
・
登
別
・
千
歳
・
札
幌
・
旭
川
な
ど
で
開
講
さ
れ
、
道
外
で

は
東
京
駅
近
く
の
ア
イ
ヌ
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
講
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
ア
ー
カ
イ
ブ
の
音
声
・
映
像
資
料
は
ア
イ
ヌ
語
学
習
に
活
用
さ
れ
て

お
り
、
ラ
ジ
オ
放
送
の
ア
イ
ヌ
語
講
座
も
行
わ
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、
琉
球
語
圏
の
奄
美
・
沖
縄
は
、
宮
古
・
八
重
山
と
と

も
に
琉
球
王
国
を
形
成
し
た
が
、
一
六
〇
九
年
の
薩
摩
藩
の
琉
球
侵
攻
で
、

奄
美
は
そ
の
直
轄
地
と
な
っ
た
。
現
在
の
沖
縄
県
に
あ
た
る
近
世
琉
球
王

国
で
は
、
オ
モ
ロ
・
琉
歌
・
組
踊
な
ど
の
口
承
文
芸
を
ひ
ら
が
な
中
心
の

「
琉
球
文
」
で
記
録
し
た
。
し
か
し
、
奄
美
諸
島
は
、
一
六
〇
九
年
に
薩
摩

藩
に
編
入
さ
れ
た
た
め
、「
琉
球
文
」
の
記
録
は
な
く
、
近
世
以
降
に
口
承

文
芸
の
文
字
化
が
行
わ
れ
た
。

ま
た
、
奄
美
・
沖
縄
で
は
、
戦
前
・
戦
後
を
通
し
て
方
言
禁
止
教
育
が

行
わ
れ
、
話
し
言
葉
は
衰
退
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
近
年
で

は
話
し
言
葉
（
シ
マ
言
葉
）
の
退
潮
に
対
す
る
危
機
意
識
が
生
ま
れ
、
シ

マ
言
葉
が
奨
励
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ち
な
み
に
、
シ
マ
言
葉
の
シ
マ

は
、
ア
イ
ラ
ン
ド
（
島
）
で
は
な
く
小
地
域
の
意
で
あ
り
、
市
町
村
よ
り
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も
小
さ
な
「
集
落
」
の
こ
と
で
あ
る
。

二
〇
〇
七
年
、鹿
児
島
県
大
島
支
庁
総
務
企
画
課
は
二
月
十
八
日
を
「
方

言
の
日
」
と
定
め
た
。
そ
し
て
、「
シ
マ
ユ
ム
タ
の
日
」「
シ
マ
ク
ト
ゥ
バ

の
日
」「
シ
マ
ク
チ
の
日
」「
シ
マ
ム
ニ
の
日
」「
ユ
ン
ヌ
フ
ト
ゥ
バ
の
日
」

な
ど
各
地
域
の
異
な
る
名
称
を
用
い
て
「
方
言
の
日
」
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ

て
い
る
。
奄
美
諸
島
で
は
、
各
市
町
村
の
教
育
委
員
会
が
シ
マ
言
葉
の
運

営
主
体
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
地
域
の
独
自
性
が
活
か
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、
沖
縄
は
二
〇
〇
六
年
に
、
地
域
の
話
し
言
葉
で
あ
る

シ
マ
言
葉
の
退
潮
に
歯
止
め
を
か
け
、
シ
マ
言
葉
の
普
及
を
目
的
と
し
て
、

九
月
十
八
日
を
「
シ
マ
言
葉
の
日
」
に
制
定
し
た
。
現
在
は
、
沖
縄
県
か

ら
委
託
さ
れ
た
「
し
ま
く
と
ぅ
ば
普
及
セ
ン
タ
ー
」
が
運
営
主
体
と
な
っ

て
、
関
係
機
関
や
団
体
と
連
携
し
て
、「
し
ま
く
と
ぅ
ば
」
の
普
及
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

そ
の
「
し
ま
く
と
ぅ
ば
」
の
ク
ト
ゥ
バ
（
言
葉
）
は
、首
里
の
サ
ム
レ
ー

（
士
）
の
言
葉
で
あ
っ
た
。
沖
縄
本
島
及
び
周
辺
離
島
の
庶
民
は
シ
マ
ク
チ

（
口
）
と
称
し
、
宮
古
・
八
重
山
で
は
シ
マ
ム
ニ
（
物
）
と
言
わ
れ
て
き
た

が
、
沖
縄
県
で
は
、
奄
美
諸
島
と
は
異
な
り
、
一
律
に
「
し
ま
く
と
ぅ
ば

の
日
」
と
い
う
名
称
に
統
一
し
て
い
る
。
そ
の
要
因
は
、首
里
の
サ
ム
レ
ー

（
士
）
の
言
葉
が
中
央
語
と
し
て
機
能
し
て
い
た
こ
と
、
市
町
村
の
教
育
委

員
会
で
は
な
く
県
の
知
事
部
局
が
シ
マ
言
葉
普
及
運
動
を
主
導
し
て
き
た

こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
沖
縄
県
内
の
大
学
で
は
、
各
々
が
独
自
に
琉
球
の
言
語
・
文
学
・

歴
史
・
民
俗
な
ど
の
研
究
と
教
育
を
行
っ
て
い
る
が
、
シ
マ
言
葉
の
普
及

に
関
し
て
は
県
の
依
頼
で
行
っ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
ア
イ
ヌ
・
沖
縄
・
奄
美
の
危
機
言
語
に
は
、
歴
史
的
・

地
理
的
・
社
会
的
な
環
境
の
相
違
が
あ
り
、
そ
の
継
承
の
あ
り
方
は
、
当

然
の
こ
と
な
が
ら
各
々
の
状
況
に
応
じ
て
行
っ
て
い
る
。

二　

奄
美
・
沖
縄
・
ア
イ
ヌ
の
口
承
文
芸
の
継
承
に
つ
い
て

管
見
の
範
囲
だ
が
、
ア
イ
ヌ
の
舞
踊
は
掛
け
声
や
手
拍
子
に
よ
る
踊
り

で
あ
り
、
演
目
数
も
少
な
い
。
た
だ
し
、
興
に
乗
れ
ば
、
何
度
で
も
繰
り

返
し
踊
ら
れ
る
の
で
、
長
時
間
に
わ
た
っ
て
踊
る
こ
と
が
で
き
る
。
ア
イ

ヌ
の
踊
り
は
、
全
員
参
加
型
の
野
外
の
踊
り
で
あ
り
、
歌
詞
を
伴
わ
な
い

場
合
が
多
い
。

ま
た
、
ア
イ
ヌ
の
歌
謡
や
舞
踊
は
、
祭
り
の
場
で
は
極
め
て
少
な
く
、

ほ
そ
ぼ
そ
と
継
承
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
で
、
國
學
院
短
期
大
学
で
は
、
敷

地
に
ア
イ
ヌ
の
チ
セ
（
家
）
や
丸
木
舟
を
造
り
、
故
川
上
哲
さ
ん
を
中
心

と
す
る
旭
川
ア
イ
ヌ
の
皆
さ
ん
と
ペ
カ
ン
ペ
祭
り
を
行
っ
て
交
流
を
深
め

た
こ
と
も
あ
っ
た
。
ア
イ
ヌ
の
祭
り
の
衰
退
は
、
人
口
が
少
な
く
狩
猟
民

で
あ
っ
た
こ
と
、
差
別
の
歴
史
な
ど
が
要
因
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
近
年
は
、
阿
寒
湖
の
ア
イ
ヌ
シ
ア
タ
ー
で
、「
ア
イ
ヌ
の
古
式

舞
踊
」「
ウ
ェ
ペ
ケ
レ
の
人
形
劇
」「
イ
オ
マ
ン
テ
の
火
祭
り
」
な
ど
伝
統

文
化
を
活
用
し
た
新
し
い
文
化
を
創
造
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
ユ
ー
カ
ラ
を
は
じ
め
と
す
る
口
承
文
芸
の
Ｃ
Ｄ
が
販
売
さ
れ
、
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
で
も
ア
イ
ヌ
の
歌
や
踊
り
を
気
軽
に
楽
し
め
る
。
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そ
れ
に
対
し
て
、
奄
美
・
沖
縄
は
農
耕
民
で
あ
り
、
地
域
の
連
帯
意
識

が
強
く
、
民
俗
芸
能
も
各
地
で
行
わ
れ
る
。
ま
た
、
奄
美
の
島
唄
や
沖
縄

民
謡
の
ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
の
番
組
が
放
送
さ
れ
、
Ｃ
Ｄ
の
販
売
も
さ
か
ん

で
あ
る
。
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
は
、
奄
美
・
沖
縄
の
歌
や
踊
り
を
気
軽
に
楽

し
め
る
。
た
だ
し
、
奄
美
で
は
ウ
タ
の
力
が
強
く
、
イ
ベ
ン
ト
や
商
業
ベ
ー

ス
の
島
唄
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
舞
踊
や
芸
能
は
ス
テ
ー
ジ
よ
り
も
地
域

の
伝
統
の
祭
り
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
沖
縄
の
主

要
都
市
で
は
、
舞
踊
教
室
が
経
営
さ
れ
、
子
供
た
ち
や
学
生
の
伝
統
芸
能

や
新
作
芸
能
の
発
表
会
も
さ
か
ん
で
あ
る
。
民
謡
・
琉
球
古
典
音
楽
・
琉

球
古
典
芸
能
・
沖
縄
芝
居
の
公
演
で
は
、
チ
ケ
ッ
ト
が
販
売
さ
れ
る
。

以
上
が
、
ア
イ
ヌ
・
奄
美
・
沖
縄
の
口
承
文
芸
の
概
要
で
あ
る
が
、
第

四
三
回
口
承
文
芸
学
会
大
会
で
は
「
危
機
言
語
の
口
承
文
芸　

沖
縄
・
奄

美
・
ア
イ
ヌ
の
伝
承
と
記
録
―
ア
イ
ヌ
・
奄
美
・
沖
縄
の
口
承
文
芸
の
音

声
・
映
像
の
活
用
に
つ
い
て
―
」
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
た
。
以
下
、

奄
美
の
酒
井
正
子
氏
・
沖
縄
の
西
岡
敏
氏
・
ア
イ
ヌ
の
遠
藤
志
保
氏
の
ご

報
告
に
つ
い
て
、
私
な
り
に
整
理
し
て
み
る
。

（
１
）
奄
美
の
シ
マ
言
葉
・
島
唄
の
伝
承
と
、
ウ
タ
を
生
み
出
す
力

奄
美
諸
島
・
沖
縄
諸
島
・
宮
古
諸
島
・
八
重
山
諸
島
で
、
六
十
歳
以
下

が
日
常
語
を
話
せ
る
地
域
は
き
わ
め
て
少
な
い
。
シ
マ
言
葉
衰
退
の
要
因

は
、
方
言
禁
止
教
育
が
行
わ
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
と
言
わ
れ
て
い
る
。

酒
井
正
子
氏
の
「
奄
美
の
シ
マ
言
葉
・
島
唄
の
伝
承
と
、
ウ
タ
を
生
み

出
す
力
」
で
は
、
沖
永
良
部
島
の
言
語
復
興
に
つ
い
て
、
横
山
昌
子
氏
の

「
ヘ
ブ
ラ
イ
語
や
ハ
ワ
イ
語
な
ど
過
去
に
言
語
復
興
を
果
た
し
た
諸
言
語
と

比
べ
て
も
決
し
て
悪
い
状
況
で
は
な
い
」「
三
十
代
後
半
以
上
の
人
た
ち
は

自
発
的
に
シ
マ
言
葉
を
発
し
て
は
い
な
い
が
、
基
本
的
な
文
法
や
語
彙
は

（
シ
マ
言
葉
の
）
話
者
と
同
様
に
理
解
で
き
る
潜
在
話
者
で
あ
る
」「
方
言

継
承
に
好
意
的
な
意
識
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
メ
ン
バ
ー
が
主
体
と
な
っ
て

実
際
の
行
動
に
結
び
つ
け
る
」
と
い
う
見
解
を
踏
ま
え
た
上
で
、
口
承
文

芸
の
島
唄
を
シ
マ
言
葉
の
継
承
に
活
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

そ
し
て
、「
か
つ
て
の
島
唄
は
、
対
面
的
状
況
で
の
歌
遊
び
の
掛
け
合
い

だ
っ
た
が
、
近
年
で
は
ス
テ
ー
ジ
で
歌
声
の
美
し
さ
を
競
う
も
の
と
な
っ

て
い
る
こ
と
」「
若
い
唄
者
が
シ
マ
言
葉
を
話
す
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
」

で
あ
っ
て
も
、
横
山
氏
が
述
べ
る
「
潜
在
話
者
」
が
健
在
な
今
こ
そ
、
島

唄
の
音
楽
の
面
だ
け
で
な
く
、
言
葉
の
楽
し
み
を
取
り
戻
す
試
み
が
必
要

で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

こ
れ
は
、「
即
興
的
に
掛
け
合
う
」
と
い
う
奄
美
の
島
唄
の
伝
統
を
活
用

し
た
シ
マ
言
葉
の
継
承
で
あ
り
、
島
唄
の
「
掛
け
合
い
」
は
「
問
答
」「
会

話
」
に
通
じ
る
こ
と
を
活
用
し
た
見
解
で
あ
る
。
酒
井
氏
の
論
考
は
、
奄

美
の
島
唄
の
特
性
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、

沖
縄
の
民
謡
の
場
合
「
掛
け
合
い
」
は
ほ
と
ん
ど
失
わ
れ
て
い
る
。

（
２
）
口
承
文
芸
の
テ
キ
ス
ト
と
文
法
注
釈
―
琉
球
語
の
場
合

「
琉
球
文
」
に
よ
る
記
録
は
、
多
く
が
歌
謡
や
組
踊
の
唱
え
な
ど
の
韻
文

で
あ
り
、
神
話
・
伝
説
・
昔
話
・
随
筆
な
ど
の
散
文
は
和
文
や
漢
文
で
記

さ
れ
た
。
ま
た
、
近
世
琉
球
で
は
、
首
里
の
サ
ム
レ
ー
（
士
）
の
話
し
言
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葉
と
書
き
言
葉
の
「
琉
球
文
」
が
中
央
語
で
あ
っ
た
。
宮
古
・
八
重
山
の

島
役
人
た
ち
も
、
書
き
言
葉
の
「
琉
球
文
」
を
習
得
し
、
組
踊
本
を
歴
史

書
と
し
て
読
ん
だ）

2
（

。

明
治
以
降
の
奄
美
・
沖
縄
の
口
承
文
芸
は
、
岩
倉
一
郎
・
文
英
吉
・
田

島
利
三
郎
・
伊
波
普
猷
・
島
袋
源
七
・
慶
世
村
恒
任
・
喜
舎
場
永
珣
な
ど

が
記
録
し
、
外
間
守
善
他
編
の
『
南
島
歌
謡
大
成
』
は
琉
球
語
圏
の
呪
詞

と
歌
謡
を
対
訳
付
き
で
記
し
た
。
そ
れ
ら
の
歌
謡
や
呪
詞
は
、
仮
名
を
中

心
と
し
た
言
文
一
致
の
表
記
で
あ
っ
た
が
、
伝
説
・
昔
話
の
散
文
は
和
訳

さ
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
り
、
物
語
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
シ
マ
言
葉
で
表
記

す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
福
田
晃
他
編
の
『
南
島
昔
話
叢
書
』

は
、
方
言
ル
ビ
を
付
し
た
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
で
あ
り
、
琉
球
語
の
音
声

を
表
記
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

西
岡
敏
氏
の
「
口
承
文
芸
の
テ
キ
ス
ト
と
文
法
注
釈
―
琉
球
語
の
場
合
」

は
、
沖
縄
の
一
九
七
五
年
〜
一
九
九
三
年
の
口
承
文
芸
の
「
漢
字
仮
名
交

じ
り
の
日
本
語
表
記
」（
日
本
語
に
翻
訳
し
た
表
記
）・「
琉
球
語
の
漢
字
仮

名
交
じ
り
表
記
」「
琉
球
語
の
仮
名
表
記
」
の
従
来
の
表
記
を
紹
介
し
た
上

で
、「
仮
名
表
記
（
分
か
ち
書
き
）
と
音
声
（
音
韻
）
表
記
の
対
応
」
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
る
。

ま
た
、
西
岡
氏
は
、
近
世
琉
球
の
「
お
も
ろ
さ
う
し
」「
琉
歌
集
」「
組

踊
本
」
は
伝
統
的
な
縦
書
き
で
あ
る
が
、
近
年
の
文
法
注
釈
を
付
し
た
琉

球
語
の
テ
キ
ス
ト
は
専
ら
横
書
き
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
、
縦
書

き
テ
キ
ス
ト
に
よ
る
文
法
注
釈
（
グ
ロ
ス
）
を
試
み
て
お
り
、
空
白
・
ハ

イ
フ
ン
・
ダ
ブ
ル
ハ
イ
フ
ン
の
区
切
り
方
の
問
題
、
グ
ロ
ス
を
付
け
る
こ

と
の
問
題
点
な
ど
に
つ
い
て
考
察
し
、
文
法
注
釈
（
グ
ロ
ス
）
の
付
与
は

「
原
文
で
テ
キ
ス
ト
を
理
解
す
る
」
出
発
点
と
し
て
決
し
て
疎
か
に
し
て
は

な
ら
な
い
と
述
べ
て
い
る
。

西
岡
氏
の
論
考
は
、
言
語
学
の
立
場
か
ら
口
承
文
芸
の
テ
キ
ス
ト
化
に

つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
厳
密
に
表
記
す
る
に
は
か
な
り

の
専
門
知
識
と
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン
ト
の
連
携
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
西

岡
氏
は
最
後
に
、「
あ
る
要
素
に
何
か
の
グ
ロ
ス
を
付
与
す
る
こ
と
は
、
単

な
る
ラ
ベ
ル
付
け
に
過
ぎ
ず
、
ラ
ベ
ル
付
け
さ
れ
た
要
素
の
詳
し
い
分
析

が
あ
っ
て
、
実
践
的
活
用
の
道
が
開
け
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

（
３
）
ア
イ
ヌ
語
・
ア
イ
ヌ
口
承
文
芸
資
料
ア
ー
カ
イ
ブ
の
現
状

遠
藤
志
保
氏
の
「
ア
イ
ヌ
語
・
ア
イ
ヌ
口
承
文
芸
資
料
ア
ー
カ
イ
ブ
の

現
状
」
で
は
、
母
語
話
者
が
ほ
と
ん
ど
い
な
い
ア
イ
ヌ
語
学
習
は
ア
イ
ヌ

語
教
室
や
一
部
の
大
学
の
授
業
で
学
ぶ
他
は
独
学
で
学
習
す
る
こ
と
多
い

と
述
べ
、
日
常
会
話
の
資
料
が
少
な
い
の
で
、
口
承
文
芸
が
テ
キ
ス
ト
と

し
て
使
用
さ
れ
る
と
報
告
し
て
い
る
。

北
海
道
博
物
館
の
「
北
海
道
ア
ー
カ
イ
ブ
」
は
、
ア
イ
ヌ
語
学
習
者
向

け
の
教
材
と
し
て
、
ア
イ
ヌ
の
日
常
語
や
口
頭
で
伝
承
さ
れ
た
歌
謡
・
芸

能
を
検
索
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
が
、
ア
ー
カ
イ
ブ
の
利
用
者
は
さ
ま

ざ
ま
で
あ
り
、
若
い
世
代
が
祖
父
母
や
曾
祖
父
母
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
も

あ
り
、「
ア
イ
ヌ
の
物
語
」
を
日
本
語
だ
け
で
読
ま
れ
る
こ
と
も
多
い
と
述

べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
ア
イ
ヌ
語
の
学
習
と
い
う
よ
り
も
、
先
祖
を
理
解

し
ア
イ
ヌ
の
文
化
を
学
ぼ
う
と
す
る
傾
向
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
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奄
美
・
沖
縄
に
お
い
て
も
同
様
の
傾
向
が
見
受
け
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
遠
藤
氏
は
「
日
常
的
・
公
的
な
場
で
ア
イ
ヌ
語
を
使
う
こ
と

が
迫
ら
れ
る
場
が
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
、
日
常
語
習
得

の
大
き
な
障
害
と
な
る
が
、
奄
美
・
沖
縄
に
お
い
て
も
同
様
の
問
題
を
抱

え
て
い
る
。
換
言
す
る
な
ら
ば
、
ア
イ
ヌ
・
奄
美
・
沖
縄
の
言
葉
を
学
ぶ

こ
と
は
、
自
ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
確
立
す
る
た
め
と
い
う
精
神

的
な
要
素
が
強
く
、
経
済
的
・
社
会
的
な
メ
リ
ッ
ト
は
き
わ
め
て
少
な
い

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
英
語
を
は
じ
め
と
す
る
外
国
語
の
学
習
は
、
進
学

や
就
職
な
ど
に
役
立
つ
が
、
ア
イ
ヌ
語
・
琉
球
語
の
習
得
に
は
そ
の
よ
う

な
メ
リ
ッ
ト
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
遠
藤
氏
は
、
千
葉
大
学
の
ア
イ
ヌ
語
学
習
者
が
行
っ
た
「
⑴
ア

イ
ヌ
語
音
声
資
料
の
転
写
（
聞
き
起
こ
し
）」
と
「
⑵
ア
イ
ヌ
語
音
声
資
料

の
翻
訳
」
作
業
に
つ
い
て
説
明
し
、「
研
究
者
だ
け
に
よ
る
⑴
⑵
の
作
業
で

は
な
く
、
今
回
の
よ
う
な
ア
イ
ヌ
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
持

ち
、
ア
イ
ヌ
語
の
基
礎
的
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け
た
地
元
民
が
中
心
と

な
っ
て
進
め
る
と
い
う
将
来
を
見
据
え
た
形
が
有
益
で
あ
り
、
望
ま
し
い

形
態
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。」と
い
う
見
解
を
紹
介
し
て
い
る
。

こ
の
テ
キ
ス
ト
作
成
に
よ
る
言
葉
の
習
得
は
、
基
礎
的
な
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
受
け
た
学
習
者
や
聞
く
こ
と
は
で
き
る
が
話
す
こ
と
が
で
き
な
い「
潜

在
話
者
」
に
と
っ
て
は
か
な
り
有
効
な
方
法
だ
と
思
わ
れ
る
。
伝
説
・
昔

話
・
古
謡
・
わ
ら
べ
唄
・
民
謡
・
諺
な
ど
を
は
じ
め
、
挨
拶
言
葉
・
地
名
・

動
植
物
や
魚
類
の
名
称
・
天
体
や
人
体
の
名
称
・
気
候
用
語
、
そ
れ
に
民

具
・
染
織
・
機
織
り
な
ど
の
技
術
用
語
な
ど
を
元
に
し
た
日
常
会
話
の
テ

キ
ス
ト
作
成
や
会
話
辞
典
の
作
成
を
通
し
て
各
々
の
地
域
語
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
特
に
、

共
通
の
話
し
言
葉
を
持
た
な
い
言
語
圏
で
は
、
各
地
域
の
方
言
学
習
に
ふ

さ
わ
し
い
独
自
の
テ
キ
ス
ト
を
作
成
す
る
こ
と
で
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
繋

が
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

三　

日
常
語
の
継
承
に
つ
い
て

琉
球
語
圏
の
日
常
語
に
は
、「
伝
統
的
な
シ
マ
言
葉
」
と
ウ
チ
ナ
ー
ヤ
マ

ト
ゥ
グ
チ
と
称
す
る
「
日
本
語
的
な
シ
マ
言
葉
」
が
あ
る
。
日
常
語
は
話

し
言
葉
で
あ
り
、変
化
し
や
す
い
言
葉
で
も
あ
る
。「
伝
統
的
な
シ
マ
言
葉
」

も
例
外
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
ウ
チ
ナ
ー
グ
チ
（
沖
縄
方
言
）
で
、
乱
舞

の
ア
ッ
チ
ャ
メ
ー
（
歩
き
舞
い
？
）
は
カ
チ
ャ
ー
シ
ー
（
掻
き
混
ぜ
る
）

へ
と
変
わ
り
、
料
理
の
イ
リ
チ
ー
（
炒
め
も
の
）
は
チ
ャ
ン
プ
ル
ー
（
ご

ち
ゃ
ま
ぜ
）
に
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。
そ
の
チ
ャ
ン
プ
ル
ー
は
、
料
理
用
語

の
他
「
チ
ャ
ン
プ
ル
ー
文
化
」
な
ど
と
も
言
わ
れ
る
。
ヤ
ン
バ
ル
（
沖
縄

本
島
北
部
）
や
八
重
山
の
乱
舞
の
モ
ー
ヤ
ー
は
カ
チ
ャ
ー
シ
ー
へ
、
八
重

山
の
九
十
七
歳
の
「
風
車
の
祝
い
」
は
、
マ
ン
ダ
ラ
ー
ヨ
イ
か
ら
カ
ジ
マ

ヤ
ー
ヨ
イ
へ
と
変
化
し
つ
つ
あ
る
。
地
方
の
シ
マ
言
葉
は
、
中
央
語
の
ウ

チ
ナ
ー
グ
チ
に
侵
食
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
「
伝
統
的
な
シ
マ
言
葉
」
よ
り
も
大
き
く
変
化
し
つ
づ
け

て
い
る
の
が
、
若
者
の
間
で
使
わ
れ
る
「
日
本
語
的
な
シ
マ
言
葉
」
で
あ

る
。
例
え
ば
、
オ
ジ
ー
（
お
爺
さ
ん
）・
オ
バ
ー
（
お
婆
さ
ん
）・
面
白
い
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ヤ
ッ
サ
（
面
白
い
な
あ
）・
行
っ
て
ナ
イ
（
行
っ
て
い
な
い
、
行
っ
て
し

ま
っ
た
）
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
、「
ヤ
ガ
テ
終
わ
る
ハ
ズ
」
は
、「
す
ぐ
に

終
わ
る
だ
ろ
う
」
の
意
で
使
わ
れ
る
。
日
本
語
で
は
「
〜
し
ま
し
ょ
う
ね

え
」
は
勧
誘
表
現
で
あ
る
が
、
沖
縄
で
は
丁
寧
表
現
で
あ
る
。「
帰
り
ま

し
ょ
う
ね
え
」
は
、「
一
緒
に
帰
り
ま
し
ょ
う
ね
」
で
は
な
く
、「
お
先
に

帰
り
ま
す
ね
」
で
あ
る
。
ま
た
、「
コ
ー
ヒ
ー
入
れ
ま
し
ょ
う
ね
え
」
は
、

「
コ
ー
ヒ
ー
入
れ
ま
す
ね
」
で
あ
る
。

先
ほ
ど
の
オ
ジ
ー
は
「
お
じ
さ
ん
」・
オ
バ
ー
は
「
お
ば
さ
ん
」
で
あ
っ

た
が
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朝
ド
ラ
「
ち
ゅ
ら
さ
ん
」
に
よ
っ
て
、
オ
ジ
ー
（
お
爺

さ
ん
）・
オ
バ
ー
（
お
婆
さ
ん
）
の
意
で
、
全
国
に
広
ま
っ
た
。
そ
の
言
葉

に
つ
い
て
、
著
名
な
ウ
チ
ナ
ー
グ
チ
の
老
大
家
が
、
新
聞
の
コ
ラ
ム
で
「
あ

の
言
葉
は
下
品
で
あ
り
、
使
わ
な
い
ほ
う
が
よ
い
」
と
い
う
趣
旨
の
発
言

を
さ
れ
た
の
で
、
試
み
に
大
学
の
講
義
で
そ
の
コ
ラ
ム
を
紹
介
し
た
と
こ

ろ
、
多
く
の
学
生
か
ら
反
発
が
あ
っ
た
。
オ
ジ
ー
・
オ
バ
ー
は
、
若
者
に

と
っ
て
は
立
派
な
ウ
チ
ナ
ー
グ
チ
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

日
本
語
を
基
調
と
し
た
若
者
言
葉
の
ウ
チ
ナ
ー
ヤ
マ
ト
グ
チ
に
つ
い
て
、

大
城
朋
子
氏
は
「
変
な
人
に
入
れ
た
ら
や
っ
け
ー
だ
か
ら
投
票
し
な
い
（
＝

た
い
へ
ん
、
や
ば
い
）」、「
先
生
が
明
日
テ
ス
ト
っ
て
言
っ
て
た
じ
ら
ー
よ

（
み
た
い
よ
）」
な
ど
の
事
例
を
あ
げ
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る）

3
（

。

　
「
や
っ
け
ー
」
は
、
ヤ
ッ
ケ
ー　

カ
キ
ー
サ
ヤ
ー
（
厄
介
か
け
る
な

あ
）
な
ど
と
「
し
ま
く
と
ぅ
ば
」
で
は
マ
イ
ナ
ス
の
意
味
で
用
い
ら

れ
る
が
、
若
者
の
「
や
っ
け
ー
」
に
関
し
て
は
、
全
国
共
通
語
の
「
や

ば
い
」（
＝
す
ご
い
、
と
っ
て
も
、
こ
わ
い
、
う
れ
し
い
）
と
同
様
の

使
わ
れ
方
を
し
て
い
る
。
マ
イ
ナ
ス
と
プ
ラ
ス
の
双
方
の
意
味
で
、

強
調
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。「
じ
ら
ー
」
に
関
し
て
も
、「
し

ま
く
と
ぅ
ば
」
で
は
「
面
・
顔
（
ち
ら
）」
を
さ
す
言
葉
で
あ
る
が
、

若
者
の
間
で
は
意
味
範
囲
が
拡
大
し
て
い
る
。
沖
縄
の
若
者
は
、
地

元
の
親
し
い
友
人
間
で
仲
間
内
に
通
じ
る
表
現
と
し
て
上
記
の
よ
う

な
表
現
を
多
用
す
る
が
、公
の
場
に
な
る
と
日
本
語
共
通
語
へ
と
コ
ー

ド
選
択
（
＝
言
語
の
切
り
換
え
）
を
す
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
ウ
チ
ナ
ー
ヤ
マ
ト
グ
チ
は
琉
球
語
圏
の
学
校
教
育
で
培
わ
れ

た
言
葉
で
あ
る
が
、
近
年
で
は
若
者
た
ち
が
感
覚
的
に
シ
マ
言
葉
を
解
釈

し
直
し
た
新
し
い
シ
マ
言
葉
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
ウ
チ
ナ
ー
ヤ
マ
ト
ゥ

グ
チ
は
、
北
海
道
方
言
の
「
こ
わ
い
」（
疲
れ
る
）
や
「
ゴ
ミ
を
投
げ
る
」

（
ゴ
ミ
を
捨
て
る
）
な
ど
の
よ
う
に
、
日
本
語
の
一
方
言
と
み
な
す
こ
と
も

で
き
る
。

と
こ
ろ
が
、
周
知
の
よ
う
に
ア
イ
ヌ
語
は
、
日
本
語
や
琉
球
語
の
文
法

や
語
彙
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
琉
球
語
の
話
者
よ
り
も
、
ア
イ
ヌ

語
の
話
者
は
か
な
り
少
な
い
。
和
人
の
差
別
を
受
け
た
歴
史
も
あ
っ
て
、

急
速
に
衰
退
し
た
。
差
別
さ
れ
た
ア
イ
ヌ
の
生
徒
た
ち
は
、
琉
球
語
圏
の

よ
う
な
「
方
言
禁
止
札
」
が
な
く
て
も
、
ア
イ
ヌ
語
を
話
さ
な
く
な
っ
た

の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
ア
イ
ヌ
語
に
は
、
母
語
話
者
が
ほ
と
ん
ど
い
な

い
。
潜
在
話
者
も
皆
無
に
近
い
状
態
と
な
っ
て
い
る
。

ア
イ
ヌ
の
日
常
語
は
消
滅
状
態
に
あ
る
が
、琉
球
語
圏
の
話
し
言
葉
（
日

常
語
）
で
あ
る
シ
マ
言
葉
は
変
化
し
つ
づ
け
て
お
り
、
特
に
若
者
た
ち
の

シ
マ
言
葉
は
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。
し
か
も
、
共
通
語
の
な
い
琉
球
語
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で
は
、
シ
マ
言
葉
の
テ
キ
ス
ト
は
何
百
種
類
も
必
要
と
な
る
。
し
た
が
っ

て
、
遠
藤
志
保
氏
が
報
告
し
た
千
葉
大
学
の
事
例
は
参
考
と
な
る
。
す
な

わ
ち
、
テ
キ
ス
ト
を
作
成
す
る
と
い
う
学
習
方
法
は
、
あ
る
程
度
訓
練
を

受
け
た
ア
イ
ヌ
語
学
習
者
だ
け
で
な
く
、
琉
球
語
圏
の
潜
在
話
者
の
シ
マ

言
葉
の
学
習
に
も
大
い
に
活
用
で
き
る
と
考
え
る
。

四　

ハ
ワ
イ
語
の
継
承
に
学
ぶ

ア
イ
ヌ
語
と
琉
球
語
圏
の
シ
マ
言
葉
の
学
習
は
、「
先
祖
代
々
の
貴
重
な

文
化
遺
産
の
保
存
・
継
承
」
と
い
う
精
神
論
的
な
要
素
が
き
わ
め
て
強
い

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
換
言
す
る
な
ら
ば
、
ア
イ
ヌ
語
や
琉
球
語
圏
の
シ
マ

言
葉
は
ハ
ワ
イ
語
の
よ
う
に
公
用
語
で
は
な
く
、
学
校
教
育
制
度
の
中
に

組
み
込
ま
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
よ
っ
て
、
こ
こ
で
は
ハ
ワ
イ
語
の

継
承
方
法
を
参
考
に
し
て
、
ア
イ
ヌ
語
と
シ
マ
言
葉
の
継
承
に
つ
い
て
検

討
す
る
こ
と
と
す
る
。

ハ
ワ
イ
語
は
、
一
九
七
八
年
に
は
州
法
が
改
正
さ
れ
て
公
用
語
と
な
り
、

「
ハ
ワ
イ
先
住
民
族
の
文
化
、
歴
史
、
言
語
の
学
習
を
促
進
す
べ
し
」
と
規

定
し
、
そ
の
教
育
は
幼
稚
園
か
ら
高
校
ま
で
一
貫
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。

ハ
ワ
イ
語
の
カ
メ
ハ
メ
ハ
・
ス
ク
ー
ル
は
、
一
八
八
七
年
に
設
立
さ
れ
た

私
立
学
校
で
、
オ
ア
フ
島
・
マ
ウ
イ
島
・
ハ
ワ
イ
島
に
そ
れ
ぞ
れ
キ
ャ
ン

パ
ス
が
あ
り
、
幼
稚
園
か
ら
高
校
ま
で
の
約
六
、五
〇
〇
人
の
生
徒
が
通
学

し
て
い
る
。
ま
た
、
ハ
ワ
イ
島
ヒ
ロ
の
ナ
ー
ヴ
ァ
ヒ
ー
校
で
は
、
幼
稚
園

か
ら
高
校
ま
で
の
約
六
〇
〇
人
を
ハ
ワ
イ
語
で
教
育
し
、
英
語
の
授
業
に

よ
る
大
学
進
学
に
備
え
る
一
方
で
、
ハ
ワ
イ
語
と
ハ
ワ
イ
文
化
を
教
え
て

い
る
。
そ
し
て
、
一
九
八
〇
年
代
末
に
は
、「
プ
ー
ナ
ナ
・
レ
オ
卒
園
生
の

受
け
皿
と
し
て
、
す
べ
て
の
教
科
を
ハ
ワ
イ
語
で
教
え
る
ク
ラ
・
カ
イ
ア

プ
ニ
が
各
地
の
公
立
小
学
校
内
に
設
置
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
い
う）

4
（

。

換
言
す
る
な
ら
ば
、
ハ
ワ
イ
語
・
ハ
ワ
イ
文
化
の
教
育
が
、
幼
稚
園
・

小
学
校
・
中
学
校
・
高
校
で
行
わ
れ
て
お
り
、
大
学
・
大
学
院
で
も
研
究

と
教
育
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
日
本
の
大
学
・
大
学
院
で

は
、
ア
イ
ヌ
語
・
ア
イ
ヌ
文
化
や
琉
球
語
・
琉
球
文
化
の
研
究
と
教
育
を

行
っ
て
は
い
る
が
、
幼
稚
園
か
ら
高
校
ま
で
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
よ
る
教

育
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
文
科
省
の
検
定
教
科
書
に
も

ア
イ
ヌ
語
や
琉
球
語
の
科
目
は
な
く
、
ア
イ
ヌ
語
や
琉
球
語
を
教
え
る
教

員
も
養
成
さ
れ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
ア
イ
ヌ
語
や
琉
球
語
圏
の
シ
マ
言

葉
の
学
習
は
、
学
校
教
育
制
度
に
組
み
込
ま
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
ア
イ
ヌ
語
及
び
ア
イ
ヌ
文
化
の
教
育
は
、
義
務
教

育
及
び
高
校
教
育
、
そ
し
て
大
学
・
大
学
院
へ
と
つ
な
げ
る
こ
と
が
望
ま

し
い
と
考
え
る
。
ま
た
、
母
語
話
者
や
潜
在
話
者
が
ほ
と
ん
ど
い
な
い
ア

イ
ヌ
語
で
は
、
各
々
の
地
域
に
テ
キ
ス
ト
作
成
を
任
せ
る
の
で
は
な
く
、

共
通
の
教
科
書
を
作
成
し
て
教
育
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
日
本
語
や

琉
球
語
と
異
な
る
ア
イ
ヌ
語
教
育
は
、
大
枠
に
お
い
て
ハ
ワ
イ
語
教
育
が

モ
デ
ル
に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

そ
れ
に
対
し
て
、
琉
球
語
は
、
話
し
言
葉
の
「
シ
マ
言
葉
」
だ
け
で
な

く
、
書
き
言
葉
の
「
琉
球
文
」
を
継
承
し
て
い
る
の
で
、「
シ
マ
言
葉
」
の

学
習
と
「
琉
球
文
」
の
学
習
の
両
面
か
ら
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
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る
。
と
い
う
の
は
、
話
し
言
葉
の
シ
マ
言
葉
は
、
あ
る
意
味
で
は
琉
球
語

の
方
言
（
地
域
語
）
で
あ
る
が
、
書
き
言
葉
の
「
琉
球
文
」
は
、
琉
球
国

の
中
央
語
と
し
て
機
能
し
て
い
た
。

つ
ま
り
、
琉
球
語
の
方
言
で
あ
る
「
シ
マ
言
葉
」
の
学
習
は
、
学
校
教

育
制
度
に
組
み
込
む
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
る
。
方
言
の
継
承
は
、
そ
の

地
域
が
主
体
と
な
っ
て
行
う
べ
き
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

沖
縄
県
の
「
し
ま
く
と
ぅ
ば
普
及
セ
ン
タ
ー
」
は
支
援
す
る
側
に
ま
わ
り
、

奄
美
諸
島
と
同
様
に
市
町
村
の
教
育
委
員
会
が
主
導
し
て
シ
マ
言
葉
の
継

承
活
動
を
行
う
ほ
う
が
よ
い
と
考
え
る
。
す
な
わ
ち
、
小
集
落
の
シ
マ
言

葉
の
継
承
は
、
そ
の
地
域
の
実
情
に
適
し
た
学
習
方
法
を
工
夫
す
る
必
要

が
あ
る
。
潜
在
話
者
を
中
心
と
し
た
シ
マ
言
葉
の
テ
キ
ス
ト
作
成
に
も
、

当
該
地
域
の
知
恵
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

五　

中
央
語
の
「
琉
球
文
」
の
学
習
に
つ
い
て

琉
球
の
サ
ム
レ
ー
（
士
）
は
、
口
頭
伝
承
の
オ
モ
ロ
を
ひ
ら
が
な
主
体

の
文
字
で
記
録
し
、
碑
文
・
ミ
セ
ゼ
ル
・
オ
タ
カ
ベ
な
ど
が
記
さ
れ
た
。

つ
ま
り
、
和
文
を
も
と
に
琉
球
語
を
記
し
た
の
が
、
い
わ
ゆ
る
「
琉
球
文
」

で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
古
記
録
の
琉
球
文
は
、
書
か
れ
た
と
お
り

に
読
む
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、「
お
も
ろ
さ
う
し
」
の
琉
球
文
は
、

「
ゑ
け　

あ
か
る　

三
日
月
や
」
と
書
い
て
「
ヱ
ケ　

ア
ガ
ル　

ミ
カ
ヅ
キ

ヤ
」
と
読
み
、「
ゑ
け　

か
み
き
や　

か
な
ま
ゆ
み
」
と
書
い
て
「
ヱ
ケ
、

カ
ミ
ギ
ャ　

カ
ナ
マ
ユ
ミ
」
と
読
む
。
意
味
は
、「
あ
あ
、
上
が
る
三
日
月

は
」「
あ
あ
、
神
の
金
真
弓
」
で
あ
る
。

こ
の
読
み
の
特
徴
は
、
琉
球
語
の
発
音
に
拘
泥
せ
ず
、
濁
点
や
促
音
を

考
慮
し
な
が
ら
読
む
こ
と
で
あ
る
が
、
仲
原
善
忠
は
こ
の
よ
う
な
読
み
方

を
す
る
理
由
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る）

5
（

。

①  「
お
も
ろ
さ
う
し
」
に
は
半
濁
音
の
記
号
は
な
く
、
Ｆ
行
と
Ｈ
行

の
書
き
わ
け
も
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
現
在
で
さ
え
、
こ
の
三
つ

は
併
存
し
て
い
る
。

②  

袋
中
は
『
琉
球
神
道
記
』（
一
六
一
〇
）
で
「
き
こ
ゑ
大
ぎ
み
」

を
聞
補
君
（
キ
フ
フ
ギ
ミ
）
と
記
し
て
い
る
が
、
明
治
時
代
に
は

チ
フ
ィ
ヂ
ン
で
あ
っ
た
。〈
中
略
〉「
き
こ
え
大
ぎ
み
」
と
あ
れ
ば

字
面
を
み
た
だ
け
で
大
体
の
見
当
が
つ
く
。
そ
れ
を
わ
ざ
わ
ざ

「
チ
ィ
ク
ィ
イ
ウ
ウ
ヂ
ミ
」
と
書
き
直
す
必
要
は
な
い
と
私
は
考

え
る
。

要
す
る
に
、
仲
原
氏
が
述
べ
て
い
る
こ
と
は
、
現
在
で
は
当
時
の
発
音

が
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
か
ら
と
言
っ
て
、
敢
え
て
近
年
の
首
里
の
言
葉
で

発
音
す
る
の
で
は
な
く
、
書
か
れ
た
と
お
り
に
日
本
語
的
に
読
む
べ
き
だ

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
お
か
げ
で
、「
お
も
ろ
さ
う
し
」
は
比
較
的
読
み
や

す
く
な
り
、琉
球
語
学
習
の
初
心
者
に
は
利
用
し
や
す
い
テ
キ
ス
ト
と
な
っ

て
い
る
。
つ
ま
り
、「
お
も
ろ
さ
う
し
」
な
ど
の
古
記
録
の
琉
球
文
で
は
、

琉
球
語
の
発
音
が
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
琉
歌
集
や
組
踊
本
の
琉
球
文
は
、

首
里
の
サ
ム
レ
ー
の
発
音
を
継
承
し
て
い
る
。
と
い
う
の
は
、
琉
歌
や
組

踊
の
〈
唱
え
〉
は
現
在
も
歌
わ
れ
唱
え
ら
れ
、
芸
能
と
し
て
継
承
さ
れ
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
琉
歌
集
や
組
踊
本
は
、
も
っ
と
も
優
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れ
た
琉
球
語
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

そ
の
琉
歌
と
組
踊
の
〈
唱
え
〉
は
、
八
八
八
六
形
式
の
韻
文
で
あ
り
、

そ
の
音
数
律
に
区
切
っ
て
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
琉
歌
に
は
、

七
五
調
の
口
説
形
式
、
五
五
八
六
音
や
七
七
八
六
音
の
仲
風
形
式
な
ど
も

あ
る
。
例
え
ば
、「
柳
は
緑　

花
は
紅　

人
は
唯
情　

梅
は
匂
ひ
」
と
記
す

「
柳
節
」
は
、
七
七
八
六
音
の
仲
風
形
式
で
あ
る
。
そ
の
琉
球
文
は
、
和
文

の
表
記
で
あ
る
が
、
琉
球
語
の
発
音
で
は
「
ヤ
ン
ナ
ジ
ワ
ミ
ド
ゥ
イ
、
ハ

ナ
ワ
ク
リ
ナ
イ
、
ヒ
ト
ゥ
ワ
タ
ダ
ナ
サ
キ
、
ン
ミ
ワ
ニ
ヲ
ゥ
イ
」
と
読
む
。

つ
ま
り
、
琉
球
語
は
日
本
語
と
姉
妹
語
で
あ
り
、
和
文
と
琉
球
文
も
姉

妹
文
の
関
係
で
あ
る
た
め
、
和
語
を
琉
球
語
的
に
発
音
す
れ
ば
、
琉
球
語

に
変
わ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、「
柳
節
」
は
、
寛
永
一
二
年

（
一
六
三
五
）
に
将
軍
家
光
が
上
覧
し
た
「
伊
勢
踊
り
歌
」
の
「
柳
は
緑　

花
は
紅　

人
に
は
情　

梅
は
匂
ひ
」
の
換
骨
奪
胎
で
あ
る
。

ま
た
、
琉
球
の
サ
ム
レ
ー
は
、
和
歌
や
近
世
小
唄
を
学
び
、
琉
歌
形
式

と
の
相
違
を
意
識
し
な
が
ら
、大
和
め
き
た
る
琉
歌
を
つ
く
る
こ
と
が
多
々

あ
っ
た
。
例
え
ば
、「
若ワ
カ
シ
ュ
ク
テ
ィ
ブ
シ

衆
特
牛
節
」
の
歌
詞
は
、
琉
球
文
で
「
常
盤
な
る

松
の　

変
は
る
こ
と
な
い
さ
め　

何
時
も
春
来
れ
ば　

色
ど
ま
さ
る
」
と

記
す
が
、
読
み
は
「
ト
ゥ
チ
ワ
ナ
ル
マ
ツ
ィ
ヌ　

カ
ワ
ル
ク
ト
ゥ
ネ
サ
ミ　

イ
ツ
ィ
ン
ハ
ル
ク
リ
バ　

イ
ル
ド
ゥ
マ
サ
ル
」
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
こ

の
琉
歌
は
「
常
盤
な
る
松
は
変
わ
る
こ
と
が
な
い
。
い
つ
も
春
が
来
れ
ば

一
段
と
緑
色
が
映
え
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
ま
た
、「
な
い
さ
め
」
と

書
い
て
、「
ネ
サ
ミ
」
と
読
む
が
、
こ
れ
も
琉
球
文
独
特
の
表
記
と
読
み
で

あ
る
。
組
踊
の
〈
唱
え
〉
と
呼
ば
れ
る
セ
リ
フ
も
、
同
様
に
琉
球
文
で
表

記
さ
れ
る
。

こ
の
「
若
衆
特
牛
節
」
と
は
節
名
（
曲
名
）
の
こ
と
で
あ
り
、「
若
衆
踊

り
」
の
「
特
牛
（
ク
テ
ィ
）
節
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
た
だ
し
、ク
テ
ィ

（
特
牛
）
は
「
立
派
な
雄
牛
」
の
意
で
あ
る
が
、
こ
の
琉
歌
は
「
立
派
な
雄

牛
」
を
歌
っ
た
の
で
は
な
く
、
古
今
和
歌
集
の
「
と
き
は
な
る
松
の
み
ど

り
も
春
来
れ
ば　

今
ひ
と
し
ほ
の
色
ま
さ
り
け
り
」
を
換
骨
奪
胎
し
た
歌

と
な
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
そ
れ
ら
の
琉
歌
集
や
組
踊
本
な
ど
の
琉
球
文
は
、
琉
球
語

圏
の
中
央
語
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
首
里
・
那
覇
の
中
央
の

サ
ム
レ
ー
（
士
）
だ
け
で
な
く
、
沖
縄
本
島
の
地
方
の
サ
ム
レ
ー
や
宮
古
・

八
重
山
な
ど
の
離
島
の
サ
ム
レ
ー
た
ち
も
琉
球
文
で
読
み
書
き
を
し
て
い

た
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
琉
球
語
圏
の
す
べ
て
の
人
々
が
中
央
語
の
琉
球
文
を
学

ぶ
こ
と
は
、
琉
球
語
の
語
彙
・
文
法
・
用
語
法
な
ど
の
基
礎
を
学
ぶ
こ
と

に
な
る
。
も
し
、「
古
文
」「
漢
文
」
と
同
様
に
国
語
の
科
目
に
「
琉
球
文
」

を
組
み
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
、
琉
球
語
圏
の
中
学
校
・
高
校
で

琉
球
文
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
大
学
の
入
試
問
題
に
も
出
題
が
可
能
と
な

る
。
そ
し
て
、
大
学
の
教
職
課
程
で
も
「
琉
球
文
」
を
学
べ
ば
、
琉
球
語

の
教
員
を
養
成
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
つ
ま
り
、「
琉
球
文
」
を
国
語
の
選

択
科
目
に
す
る
こ
と
は
、
若
者
た
ち
に
と
っ
て
重
要
な
入
学
試
験
や
就
職

試
験
に
琉
球
文
が
出
題
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
琉
球
語
の
学
習
環
境
を
整

え
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。

琉
球
文
は
、
和
文
を
基
本
に
し
て
琉
球
語
を
記
し
て
い
る
が
、
そ
の
表
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記
が
可
能
と
な
る
の
は
、
和
語
と
琉
球
語
が
姉
妹
語
の
関
係
に
あ
る
か
ら

で
あ
る
。
見
方
を
変
え
る
な
ら
ば
、
和
文
か
ら
派
生
し
た
の
が
琉
球
文
で

あ
り
、
琉
球
文
と
和
文
は
姉
妹
文
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
琉
球
文
は
和
文
（
古

文
）
と
同
じ
く
、
日
本
の
貴
重
な
言
語
文
化
遺
産
で
あ
り
、
琉
歌
集
や
組

踊
本
は
古
典
と
し
て
学
ぶ
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

〔
注
〕

（
1
） 

魚
井
一
由
氏
は
、
北
海
道
教
育
大
学
旭
川
分
校
、
専
修
大
学
北
海
道
短

期
大
学
で
も
講
師
を
つ
と
め
た
。
魚
井
氏
に
つ
い
て
は
、
あ
ま
り
知
ら

れ
て
い
な
い
よ
う
な
の
で
敢
え
て
付
記
す
る
と
、
氏
は
豪
放
磊
落
・
天

衣
無
縫
の
性
格
で
、
直
情
径
行
的
な
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。
大
阪
外
語
大

学
卒
業
後
は
、
大
阪
の
中
学
校
で
英
語
教
師
を
つ
と
め
、
生
徒
た
ち
に

ウ
エ
ブ
ス
タ
ー
の
英
語
辞
典
を
使
わ
せ
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
ト
ラ
ッ

ク
の
運
転
手
と
な
っ
た
が
、
偶
然
知
り
合
っ
た
ア
イ
ヌ
の
お
婆
さ
ん
か

ら
、
ア
イ
ヌ
語
を
学
ぶ
よ
う
に
な
り
、
旭
川
市
に
居
住
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
ロ
シ
ア
語
が
専
門
で
あ
っ
た
魚
井
氏
は
、
ニ
コ
ラ
イ
ネ
フ
ス

キ
ー
の
著
書
を
翻
訳
し
た
『
ア
イ
ヌ
・
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
』
を
出
版
し
、

旭
川
地
方
裁
判
所
で
ロ
シ
ア
語
の
通
訳
も
さ
れ
た
。
私
が
魚
井
さ
ん
を

訪
ね
た
一
九
八
二
年
当
時
は
、
旭
川
市
立
郷
土
博
物
館
（
旭
川
市
4
区

1
条
1
丁
目
）
の
嘱
託
研
究
員
と
し
て
、
ア
イ
ヌ
の
口
頭
伝
承
の
対
訳

付
き
を
館
報
に
執
筆
す
る
と
と
も
に
、
鹿
田
川
見
さ
ん
に
ア
イ
ヌ
語
を

教
え
て
い
た
。
そ
し
て
、
國
學
院
短
期
大
学
が
、
金
田
一
京
助
の
ア
イ

ヌ
関
係
資
料
を
國
學
院
大
學
か
ら
移
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
カ
レ
ッ
ジ

セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
と
、
魚
井
氏
は
嘱
託
研
究
員
も
つ
と
め
た
。
後

に
、
沖
縄
国
際
大
学
に
も
集
中
講
義
で
来
て
い
た
だ
い
た
が
、
そ
の
頃

は
癌
が
悪
化
し
、
間
も
な
く
亡
く
な
ら
れ
た
。

（
2
） 

東
恩
納
寛
惇
「
組
躍
余
談
」『
東
恩
納
寛
惇
全
集
8
』
一
九
八
〇　

第

一
書
房

（
3
） 

大
城
朋
子
「「
う
ち
な
ー
ぐ
ち
」
か
ら
「
し
ま
く
と
ぅ
ば
」
ル
ネ
ッ
サ

ン
ス
を
考
え
る
―
語
学
教
育
の
視
点
か
ら
―
」『
沖
縄
国
際
大
学
公
開

講
座
26　

し
ま
く
と
ぅ
ば
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
』
二
〇
一
七　

沖
縄
国
際
大

学
公
開
講
座
編
集
委
員
会

（
4
） 

松
原
好
次
「
ハ
ワ
イ
語
再
活
性
化
運
動
の
現
況
―
ナ
ー
ヴ
ァ
ヒ
ー
校
卒

業
生
に
対
す
る
追
跡
調
査
報
告
―
」『
電
気
通
信
大
学
紀
要
一
九
巻
一
・

二
合
併
号
』
二
〇
〇
六
年
。
ま
た
、
同
論
文
に
よ
る
と
、
プ
ー
ナ
ナ
・

レ
オ
と
は
ハ
ワ
イ
語
・
ハ
ワ
イ
文
化
を
学
ぶ
プ
リ
ス
ク
ー
ル
の
こ
と
。

ク
ラ
・
カ
イ
ア
プ
ニ
と
は
「
大
洋
の
学
校
」
の
意
で
あ
る
と
い
う
。

（
5
） 

仲
原
善
忠
「
お
も
ろ
研
究
と
音
記
」『
月
刊　

琉
球
文
学
第
十
一
号
』

一
九
六
〇
年
、『
仲
原
善
忠
全
集
第
二
巻　

文
学
篇
』
一
九
七
七　

沖

縄
タ
イ
ム
ス
社
に
所
収
。
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Ｃ
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縄
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学
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研
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」
の
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学
研
究
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に
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成
を
受
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て
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る
。
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。
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け
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／
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縄
国
際
大
学
特
任
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授
）


